
執行部経営会議議事録 
日時 令和 7 年 6 月 16 日（月）16 時 30 分～17 時 30 分（60 分） 

出席者 武井企業⾧、八田副院⾧、小野副院⾧、工藤事務⾧、薬袋看護部⾧、大

澤薬剤部⾧、髙水間事務⾧代理、森経営企画室⾧、幹事（総務課⾧村

井） 合計 9 名 

欠席者 遠藤副院⾧ 1 名 

 

Ⅰ 審議事項 

１ 手部用デピューシンセス社 VA ロッキングハンドシステム購入について 

「整形外科」手部用のインプラント器材が院内になく、メーカー貸与で運用していたが、

貸出期間が終了したことから、器械を購入し、症例に対応していくため器械とインプラン

トセットの購入について諮りました。 

【審議の結果】 

購入を決定した。年間症例 20 件を実施すれば、350 万の増益となるため、1 年で器械代

を償却できる。またハンドの医師がいるということで、地域の患者さんを診れることに

つながるため。 

 

2 回復期パンフレットの改定について 

「看護部」回復期リハビリテーション病棟のご案内パンフレットに内容の誤りや変更点

があったため、自前で作成し、改定することを諮りました。 

【審議の結果】 

改訂することで決定した。印刷費の安い方法で新しくパンフレットを改定していただ

く。 

 

3 自動血圧計の購入について 

「看護部」B ブロック前の全自動血圧計が故障し、修理不能のため、購入希望について

諮りました。 

【審議の結果】 

購入を決定した。印刷ができるタイプであることが条件とのことで、選定理由とした。

購入の際は、一番安価であるものを選定する必要がある。 

 

4 回復期リハビリテーション病棟における多目的ルームでの食事再開について 

「看護部」新型コロナウイルス感染症の影響により中止していましたが、患者さんの日

常生活の早期回復とリハビリテーション効果の最大化のため、再開を希望することにつ

いて諮りました。 



【審議の結果】 

十分に審議した結果、再開を決定した。コロナの感染状況も注意しながら再開する。患

者さんの生活改善が見込まれるようであれば、緩和していくことも選択肢になる。 

 

5 七夕ミニコンサート開催について 

「看護部・経営企画室・患者サービス委員会」ボランティアの協力により、令和 7 年度

の第 1 回七夕ミニコンサートを開催したい。ボランティアによるピアノ演奏で、令和 7

年 7 月 4 日（金）15 時～16 時 1 階エントランスホールを予定。 

【審議の結果】 

開催を了承した。 

 

6 ペイシェントハラスメントに対する方針ホームページ掲載について 

「看護部」ホームページの掲載について諮りました。 

【審議の結果】 

掲載を了承した。内容については、細かいところも修正・追記していく。 

セクハラやパワハラの講習会も実施していく。 

 

7 医薬品の返却について 

「薬剤部」医薬品の返却について、現状廃棄していることから、再利用や返却システム

を導入して対応を検討していくことについて諮りました。1％にあたる年間 1500 万円か

ら 2000 万円の影響額になる。 

【審議の結果】 

再利用や返却システムを検討して対応してくことで決定した。システム導入による費用対

コストで少しでも改善につながれば、次回機械購入の審議をする。 

 

8 内部通報制度の開始について 

「事務部」現状、内部通報制度がないことから、窓口を設け外部の委託弁護士と内部の

公益通報対応業務従事者にダイレクトにつながるメールアドレスを作成し、職員に周知

する。 

【審議の結果】 

窓口設置について了承した。全職員に周知していただく。内部と外部で通報窓口を設け

る。 

 

9 委員会議事録ワークフローについて 

「総務課」各委員会の議事録について、現状は、議事録を経営会議に提出いただいてい

る委員会と提出していない委員会があるので、ワークフローの流れとして整理したい。



委員会議事録は委員⾧決裁で庶務担当者がワークフロー決裁する。その際に、委員会の

メンバーを供覧者に入れる他に、経営会議のメンバーも供覧に入れる。 

【審議の結果】 

審議の内容の流れで了承した。重大な案件や報告が必要な案件がある場合は、毎週金曜

日の執行会議で委員⾧より報告いただくこととする。 

 

10 患者さん相談記録について 

「地域連携センター」相談窓口報告 2 件。 

【審議の結果】 

患者さんアンケートの実施結果も分析していく必要があるので、今後ツールなどを活用

していくことも検討してほしい。 

 

 

以上 


